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１．当四半期決算に関する定性的情報

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

 当社は、「ひとつでも多くのコンテンツをひとりでも多くの人に届けることで健全な著作物の創造サイクルを実

現する」という事業理念を掲げ、電子書籍取次として日本における文化の発展及び豊かな社会の実現を目指してお

ります。 

 当社を取り巻く事業環境について、主力事業領域である電子書籍市場の規模は、平成26年度において1,266億円

と推計され、前年度の936億円から330億円増加しています。また、電子雑誌市場は145億円、電子書籍と電子雑誌

を合わせた電子出版市場は1,411億円と推測されております。電子出版市場は今後も拡大が見込まれ、平成31年に

は電子書籍市場2,890億円に電子雑誌市場510億円を合わせ、3,400億円程度になると予想されています。 

（出所：インプレス総合研究所『電子書籍ビジネス調査報告書2015』） 

 このような事業環境の下、主力事業である電子書籍事業において、①国内市場での事業拡大、②電子図書館展

開、③海外流通展開を成長戦略の基本方針とし、積極的な業容拡大に努めてまいりました。 

 当第１四半期累計期間においては、国内市場での事業拡大の一環として、大手電子書店へのコンテンツ取扱量を

増加させるべく積極的な営業活動に注力するとともに、自社オリジナルビューアの開発、展開を進めてまいりまし

た。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,558,984千円（前年同期比47.5％増）、経常利益は122,360千円

（前年同期比68.7％増）、四半期純利益は75,880千円（前年同期比95.7％増）となりました。 

なお、当第１四半期累計期間のセグメント別の業績は次のとおりであります。 

（電子書籍事業） 

 電子書籍事業につきましては、これまで（１）電子書籍コンテンツ（２）コンテンツデータベース兼配信インフ

ラ（md-dc）、（３）電子書籍ストア構築システム（MDCMS）の３つのソリューションを提供してまいりましたが、

今回、（４）自社オリジナルビューア（MD Viewer）が加わったことで、電子書籍の流通に必要な全ての要素を、

当社１社で提供することが可能になりました。 

 また、前期に引き続き「ＬＩＮＥマンガ」をはじめとした大型電子書店への電子書籍取次が堅調に推移したこと

から、売上高は前年同期と比較して大幅に増加いたしました。 

 その結果、売上高は2,377,985千円（前年同期比56.1％増）、セグメント利益は100,543千円（前年同期比54.4％

増）となりました。 

（音楽・映像事業） 

 音楽・映像事業につきましては、音楽配信サービスをスマートフォン向け及びフィーチャーフォン向けに提供し

てまいりましたが、モバイル有料音楽配信市場全体の縮小により売上は減少しております。 

 その結果、売上高は105,500千円（前年同期比16.5％減）、セグメント利益は15,289千円（前年同期は6,173千

円）となりました。 

（ゲーム事業） 

ゲーム事業につきましては、ソーシャルゲーム市場の競争激化により、売上は減少しております。 

 その結果、売上高は18,018千円（前年同期比58.9％減）、セグメント利益は1,375千円（前年同期は1,142千円）

となりました。 

（その他事業） 

 その他事業につきましては、ニュース・情報系携帯電話サイト運営代行及び広告代理コンサルティング業務に引

き続き注力し、取扱量が増加したことにより売上が拡大しました。 

 その結果、売上高は57,481千円（前年同期比38.3％増）、セグメント利益は5,078千円（前年同期は279千円の損

失）となりました。 
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（２）財務状態に関する説明 

（資産の部） 

 当第１四半期会計期間末における総資産は、4,489,434千円となり前事業年度末と比べ368,706千円増加しまし

た。 

流動資産は前事業年度末と比べ341,051千円増加し、4,053,375千円となりました。 

 主な要因は、売上高増加に伴い売掛金が121,633千円円増加したこと、新株予約権行使による新株発行等により

現金及び預金が240,333千円増加する一方で、前払費用が13,922千円、繰延税金資産が4,837千円減少したことによ

るものであります。 

固定資産は前事業年度末と比べ27,655千円増加し、436,059千円となりました。 

主な要因は、有形固定資産が4,046千円、繰延税金資産が5,974千円減少した一方で、無形固定資産が8,262千

円、投資有価証券が29,968千円増加したことによるものであります。 

（負債の部） 

当第１四半期会計期間末における負債合計は2,549,777円となり前事業年度末と比べ285,038千円増加しました。 

流動負債は、前事業年度末と比べ285,025千円増加し、2,540,636千円となりました。 

主な要因は、売上増加に伴う売上原価増加によって買掛金が367,024千円増加する一方で、未払法人税等が

59,247千円、未払消費税等が25,040千円減少したことによるものであります。 

（純資産の部） 

当第１四半期会計期間末における純資産合計は1,939,657千円となり、前事業年度末と比べ83,667千円増加しま

した。その主たる要因は、新株予約権行使による新株発行に伴い資本金及び資本剰余金がそれぞれ13,565千円増加

したこと、また、配当の実施による減少19,330千円、四半期純利益の計上による増加75,880千円によるものであり

ます。 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成27年４月７日に公表いたしました平成28年２月期の業績予想に変更はありません。

- 3 -

株式会社メディアドゥ　平成28年2月期　第１四半期決算短信[日本基準]（非連結）



２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

（単位：千円） 

前事業年度 
(平成27年２月28日) 

当第１四半期会計期間 
(平成27年５月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 1,740,190 1,980,524 

売掛金 1,910,109 2,031,742 

商品 34 32 

貯蔵品 56 653 

前払費用 42,157 28,235 

繰延税金資産 24,737 19,899 

その他 7,961 5,392 

貸倒引当金 △12,923 △13,104 

流動資産合計 3,712,324 4,053,375 

固定資産 

有形固定資産 

建物 53,799 53,799 

減価償却累計額 △11,109 △13,044 

建物（純額） 42,689 40,754 

工具、器具及び備品 231,980 232,518 

減価償却累計額 △208,391 △211,041 

工具、器具及び備品（純額） 23,589 21,477 

有形固定資産合計 66,278 62,231 

無形固定資産 

ソフトウエア 96,928 104,372 

ソフトウエア仮勘定 13,043 13,827 

コンテンツ 38,793 38,829 

その他 351 351 

無形固定資産合計 149,118 157,381 

投資その他の資産 

投資有価証券 0 29,968 

関係会社株式 72,000 72,000 

長期貸付金 15,000 15,000 

長期前払費用 1,204 625 

繰延税金資産 73,813 67,838 

差入保証金 30,989 31,014 

投資その他の資産合計 193,007 216,446 

固定資産合計 408,404 436,059 

資産合計 4,120,728 4,489,434 
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（単位：千円） 

前事業年度 
(平成27年２月28日) 

当第１四半期会計期間 
(平成27年５月31日) 

負債の部 

流動負債 

買掛金 1,929,360 2,296,384 

未払金 126,763 125,731 

未払費用 4,887 3,910 

未払法人税等 95,576 36,329 

未払消費税等 50,971 25,931 

預り金 4,261 7,061 

ポイント引当金 43,790 45,289 

流動負債合計 2,255,611 2,540,636 

固定負債 

資産除去債務 9,127 9,140 

固定負債合計 9,127 9,140 

負債合計 2,264,738 2,549,777 

純資産の部 

株主資本 

資本金 863,753 877,319 

資本剰余金 567,400 580,966 

利益剰余金 420,892 477,443 

株主資本合計 1,852,047 1,935,729 

新株予約権 3,942 3,928 

純資産合計 1,855,989 1,939,657 

負債純資産合計 4,120,728 4,489,434 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

（単位：千円） 

前第１四半期累計期間 
(自 平成26年３月１日 
至 平成26年５月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成27年３月１日 
至 平成27年５月31日) 

売上高 1,735,194 2,558,984 

売上原価 1,477,105 2,245,710 

売上総利益 258,088 313,274 

販売費及び一般管理費 185,925 190,987 

営業利益 72,163 122,286 

営業外収益 

受取利息 62 238 

助成金収入 400 － 

その他 50 45 

営業外収益合計 513 284 

営業外費用 

支払利息 164 － 

株式交付費 － 211 

その他 0 － 

営業外費用合計 164 211 

経常利益 72,512 122,360 

特別損失 

固定資産除却損 262 － 

事務所移転費用 3,088 － 

特別損失合計 3,350 － 

税引前四半期純利益 69,161 122,360 

法人税、住民税及び事業税 18,856 35,666 

法人税等調整額 11,525 10,812 

法人税等合計 30,382 46,479 

四半期純利益 38,778 75,880 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（工具、器具及び備品の減価償却方法の変更）

 従来、当社では、工具、器具及び備品の減価償却方法について、定率法を採用しておりましたが、当第１四半期

会計期間より、定額法に変更いたしました。

 当社は、今後の電子書籍事業の事業拡大に向け当期に多額の配信サーバ設備の投資を計画していることを契機と

して、工具、器具及び備品の使用実態を見直した結果、今後使用可能期間を通じて安定的に使用される資産が大部

分を占め、使用可能期間にわたり安定的な稼働が見込まれることから、減価償却方法について、定額法による費用

配分がより適切であると判断いたしました。

なお、この変更による当第１四半期会計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平成

27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率等の引

下げ等が行われることとなりました。

 これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の35.6％から平成28年３月１

日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については33.1％、平成29年３月１日以降に開始する事業年度

に解消が見込まれる一時差異については32.3％となります。

なお、この税率変更による影響は軽微であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第１四半期累計期間において、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ13,565千円増加し当第

１四半期累計期間末において資本金が877,319千円、資本剰余金が580,966千円となっております。

（持分法損益等）

当第１四半期累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日）

関連会社が１社ありますが、損益等から見て重要性が乏しいため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円） 

報告セグメント 
調整額 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注） 

電子書籍 
事業 

音楽・映像
事業 

ゲーム 
事業 

その他 
事業 

計 

売上高 

外部顧客への売上高 1,523,395 126,344 43,884 41,570 1,735,194 － 1,735,194 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － － － － 

計 1,523,395 126,344 43,844 41,570 1,735,194 － 1,735,194 

セグメント利益又は損失 

（△） 
65,127 6,173 1,142 △279 72,163 － 72,163 

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円） 

報告セグメント 
調整額 

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注） 

電子書籍 
事業 

音楽・映像
事業 

ゲーム 
事業 

その他 
事業 

計 

売上高 

外部顧客への売上高 2,377,985 105,500 18,018 57,481 2,558,984 － 2,558,984 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － － － － － 

計 2,377,985 105,500 18,018 57,481 2,558,984 － 2,558,984 

セグメント利益 100,543 15,289 1,375 5,078 122,286 － 122,286 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。
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